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企画展「とっとりの化石EXPO!2018」及び美術部門テーマ展示「動／静 

（内田あぐり＋鳥取県立博物館コレクション）」の開催について 

 

Ⅰ 企画展「とっとりの化石EXPO!2018」 

 

１ 趣 旨  鳥取県には、鳥取市国府町宮下の魚類化石、鳥取市佐治町辰巳峠の植物・昆虫化石、日野郡日

南町多里の貝類化石など全国的にも有数の化石産地が存在する。これらの産地からは、トットリ

ムカシギンポ（魚類化石）やイナバムカシアブラゼミ（昆虫化石）など４０種を超える新種が発

見されており、生物進化の解明や古環境の復元に貢献してきた。 
本企画展では、鳥取県内の代表的な化石産地を中心に、産出した化石や古環境を紹介し、化

石産地としての鳥取県を再認識・再評価する。そして、この展示を通じて新たな課題を共有し、

鳥取県の化石研究の“これから”を展望していきたい。 
 
２ 会 期  平成３０年７月１４日（土）～８月２６日（日） 休館日：なし 

開館時間：午前９時～午後５時（土・日・祝日は午後７時まで） 
 
３ 会 場  鳥取県立博物館 第１特別展示室 
 

４ 入館料  一般５００円（団体・前売り・大学生・７０歳以上 ３００円） 
※高校生以下の方、障がいのある方・難病患者の方・要介護者等及びその介護者、学校教育

活動での引率者は無料 
 

５ 展示構成 

（１）イントロダクション：鳥取県最古の化石の紹介と、化石とは何かを解説することで本企画展の導入と

する。  
（２）鳥取県の化石：鳥取県各地域の代表的な化石産地を紹介し解説する。あわせて、化石と比較できる現

生動植物標本も展示する 
（３）山陰沖の化石：山陰沖で採集された哺乳類化石を、現生標本とともに展示する。 
（４）隣県の化石：鳥取県の化石と比較できる隣県（島根・広島・岡山・兵庫県）産化石を展示する。 
（５）化石発掘への導入：発掘作業に必要な道具・装備等を展示・紹介し、化石発掘について解説する。 
 
６ 関連事業 

・７月１５日（日）、８月１２日（日）、２６日（日） 「ギャラリートーク」 
・７月２２日（日） 自然講座「化石レプリカをつくろう！」 
・７月２８日（土） 美術ワークショップ「化石でフロッタージュ！」 
・７月２９日（日） 特別講演会「世界の魚類化石：シーラカンスから国府町宮下まで（仮）」 
 
・８月４日（土） 自然講座「地層のでき方大実験！」 
・８月５日（日） 自然講座「みて！さわって！ホネを楽しもう！」 
・８月１１日（土） 野外観察会「化石をさがせ！in 舂米」 

 
 



 

 
 

Ⅱ 美術部門テーマ展示「動／静（内田あぐり＋鳥取県立博物館コレクション）」 

 

１ 趣 旨   鳥取県立博物館の美術部門では、夏休み企画テーマ展示として、当館美術部門のコレクション

を中心とした展覧会を開催している。本年度は人体をモティーフにダイナミックな身体の動き

を表現してきた日本画家、内田あぐりさんを迎えて、「動/静」というテーマで美術表現の多様

な在り方を探る。展示にあたっては、新しい試みとして、内田さん自身にこのテーマのもとに

自らの作品と一緒に展示する作品をコレクションの中から選んでいただく。 

 

２ 会 期  平成３０年７月２１日（土）～８月２６日（日） 休館日：なし                 

開館時間：午前９時～午後５時（土、日、祝日は午後７時まで） 

 

３ 会 場    鳥取県立博物館 ２階 近代美術展示室 

 

４ 入館料  常設展示の入館料 一般180(150)円 ※（ ）内は20名以上の団体料金 

         ※大学生以下の方、学校教育活動での引率者、70歳以上の方、 

障がいのある方・難病患者の方・要介護者及びその介護者は無料 

 

５ 展示内容  日本画家 内田あぐり  

         《continue #052－061》、《私の前にいる、踊っている、目を閉じている》、《河》 

        尾﨑悌之助 《原始への夢》 

塩谷定好 《海》  他 

                                 

６ 関連事業  スペシャルワークショップ 

講 師：武蔵野美術大学 教授 内田あぐりさん、武蔵野美術大学 日本画研究室 学生４名 

      ゲスト：舞踏家 大竹宥熙さん（おおたけ・ゆうき、1950年生まれ、東京在住） 

   内 容：本展出品作家  内田あぐりさんと、鳥取に滞在制作中の「旅するムサビ」の参加学生４名

を講師に、内田あぐりさんのモデルとして30年以上作品に関わってこられた舞踏家 大竹宥

熙さんの舞踏を見ながら、床に置いた和紙に人体のかたちをとらえて描く。参加者の作品は

会期中展示し、その後返却する。 

  日 時：平成３０年７月２１日（土） 

     対 象：幼児～一般      

人 数：４０名 

 

 










